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１ 指定理由 

① 景観 
枕崎市の赤崩鼻から南九州市頴娃町郡に至る海岸と標高 466m の孤立峰の大野岳で構

成される地域では，どこからも開聞岳を眺望することができる。この山は，古来船舶の航

行の重要な目印であり，薩摩富士または海門とよばれる美しい姿をしている。番所鼻自然

公園から開聞岳を望む眺望は，天下の絶景として伊能忠敬が称賛した風景とも言われて

いる。 
これらの風景の基礎を形成したのが，阿多カルデラの火山活動である。阿多カルデラは，

24 万年前以降，火砕流等を噴出したとされ，10 万年～11 万年前に最大規模となる破局

的噴火をしたと言われている。この地域一帯には，火砕流堆積物が凝固した凝灰岩が広く

分布している。枕崎や頴娃の海岸線付近では，浸食されやすい未溶結凝灰岩の層に固い溶

結凝灰岩の層が重なっている。溶結凝灰岩は冷えて固まるときに幾何学的なひび割れ（節

理）が生じる。 
また，赤崩鼻から石垣にかけては，溶結凝灰岩の下の柔らかい未溶結凝灰岩が浸食され

て形成されたドーナツ状の環状岩礁や，さらに，波が当たる部分が浸食されて馬蹄形にな

った小さな入り江が多数形成されている。このように阿多カルデラの火砕流と波の浸食

作用によって生じた表情豊かな海岸から，阿多カルデラの形成前に活動していた大野岳

や，阿多カルデラの形成後に，カルデラ壁にそって新たに生まれた開聞岳を眺めることが

できる。 
海岸に近い大野岳は，夜間に霧が発生するため適度に湿潤であり，標高により昼夜の寒

暖差も大きく，良質の茶葉の産地として知られる。この地はかつて，火山性の堆積物によ

り生産性の悪い土地であったが，土壌改良と池田湖の水を使った灌漑によって，周辺一帯

が一大茶畑となっており，新しい人文景観を形成する。 
海岸沿いにはクロマツなどの防風・防潮林が形成されており，背後の農地を潮風から保

護している。海岸沿いの不利な条件を克服するため，人々が知恵を絞りながら農業を営ん

できた歴史が，その風景に現れている。また，海岸ではウミガメの保護活動として，海岸

清掃や卵の保護が行われている。この地域は里地・里山・里海の風景がコンパクトに共存

している。 
また，枕崎の市内から東側の仁田浦町までにかけて，鰹節の工場が所在しており，近隣

の二次林で伐採されたシイ，カシ，マテバシイ等の薪で燻す香りの風景がある。大野岳に

おいては，地元有志の団体による茶寿階段が整備され，人々の健康や長寿への願いにあふ

れた風景がある。番所鼻においては，鳴らす回数で「恋愛成就，夫婦円満」「安産」など

祈願できる鐘，カップルベンチなどがあり，幸せの願いにあふれた風景がある。 
以上を踏まえ，本地域は，太古から続く火山活動と浸食作用によって形成された特異な

地形とその背後の自然林や防潮林・防風林といった二次林を風景型式とし，それらに深く

かかわってきた人々の営みがもたらす里地・里山・里海といった人文景観をも有するなど，

本県の優れた自然の風景地である。 
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② 規模 

本県立自然公園の区域面積は，489ha（陸域）である。 
 

③ 自然性 
当該地域の景観特性は，火山活動によって形成された番所鼻をはじめとする特異な海

岸地形，火山活動がもたらした影響を克服して手に入れた茶畑などである。 
また，当該地域を巡ることにより，名産の茶葉やそれを活かした加工品，農産物，海産

物，温泉等の自然の恵みを享受することができる。このように，地形地質の形成史を反映

した特徴的な地形地質が見られ，多様な生態系が文化的景観と相まって複合的に一体と

なって豊かな風景を形成している。 
 

④ 利用 
当該地域は，霧島錦江湾国立公園と坊野間県立自然公園の間に位置することから，その

魅力を発信することで，利用者が南薩地域を連続的に堪能できるものとする。各展望場所

から開聞岳，特異な海岸地形，茶畑などの風景鑑賞，海岸沿いの散策や自然観察，神社参

り，海水浴やマリンスポーツ，利用後は当該公園周辺にある温泉利用など，利用者の目的

に応じた多種多様な利用が見込める。 
 

⑤ 地域社会の共存 
住民説明会の開催や関係自治体の同意を経て，指定するものである。 

 
以上，「県立自然公園の候補地の選定及び指定要領（令和元年２月 13 日付け自保第 477

号 鹿児島県環境林務部長通知）」に記載される要件を満たすことから，当該地域を，「薩南

海岸県立自然公園」に指定するとともに，その主題を以下に設定することとする。 
 

火山が生んだ海岸地形と人々の営みと自然がもたらす里地・里山・里海風景 

～伊能忠敬が称賛した天下の絶景～ 
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２ 地域の概要 

（１）景観の特性 
ア 地形，地質 

大野岳以西から枕崎市の海岸にかけては，阿多カルデラから噴出した阿多火砕流

堆積物からなる溶結凝灰岩の岩礁に覆われている。これらの潮間帯には波食棚と呼

ばれる波の作用で形成された平滑な岩床面が広く分布している。 
また，番所鼻から射楯兵主神社（釜蓋神社）にかけての海岸では，円丘に堆積した

溶結凝灰岩の中心部が陥没した環状岩礁が多く，中心部に海水が貯まりプール状と

なったものや，環状の一部が崩壊して馬蹄形の入り江状になったものが連なるなど，

海食作用による特異な地形が広がる。南九州市頴娃町御領から頴娃町郡にかけては

砂浜海岸が分布している。 
大野岳は，標高 466m の孤立峰であり，南薩火山群に属する小型の成層火山であ

る。大野岳山頂は 360 度のパノラマが広がり，当該公園の海岸をはじめ，開聞岳や

池田湖が眺望できる。 
南薩地方一帯は，かつて火山砂礫層など不良土壌とその地形から水に恵まれず生

産性の低い土地であったが，コラ排除事業や池田湖を水源とする国営かんがい排水

事業などの結果，茶畑が発達し，今では南九州市は日本有数の産地になり，当該地域

特有の景観を形成する。 
 

イ 植生・野生生物 

海岸部の一部では，海岸の風衝地など特殊な環境に成立する自然林のマサキ－ト

ベラ群集がみられる。また，潮害や風害から農地や集落を守るため，クロマツ群落や

タブノキ－ヤブニッケイなどの二次林が海岸沿いに分布している。文献によれば南

九州市頴娃町の海岸や大野岳では，保護上重要な種の生育が確認されている。 
南九州市知覧町の松ヶ浦の砂浜はウミガメの産卵地として知られ，周辺では鹿児

島県の重要干潟として，加治佐川河口・竹迫川河口・水成川河口などの一帯の干潟群

が選定されており，チワラスボ（県Ⅱ），ゴマハゼ（県準），タケノコカワニナ（県準）

など希少な魚類や貝類が生息する。 
     

ウ 自然現象 

大野岳は，海岸に近く，夜間に霧が発生するため適度に湿潤であり，標高により昼

夜の寒暖差が大きくなるため，良質の茶葉の産地に適した気象条件となる。 
また，本公園の特徴である海岸景観と朝日が相まって，非日常的な空間を創出する。

特に，大野岳山頂，番所鼻，御茶屋の場公園からは，開聞岳の背後から昇る朝日が神

秘的な光景をもたらしている。 
火山活動の恩恵として各地で温泉が湧いており，本公園周辺にはそれを利用した

温泉施設が人々に癒しを提供している。 
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エ 文化景観 

大野岳山頂付近の大野嶽神社は，鎌倉時代末期（1300 年頃）に既に存在しており，

健康長寿の神様とされる。この大野岳の山麓や南薩台地では，茶畑など畑地による生

産が活発に行われている。かつては，シラス，礫，コラ等の不良土壌とその地形から

水に恵まれなかった土地をコラ排除事業，かんがい排水事業，土地改良事業によって

改善してきた結果，現在では，南薩地域を代表する茶畑景観が広がっている。 
また，射楯兵主神社（釜蓋神社）は，文政年代より 800 年前に創建（1000 年頃）

され，古くから武の神様として畏敬されている。釜蓋神社から海岸を歩くシーホーウ

ォークでつながる番所鼻は，1810 年に日本地図作成のため訪れた伊能忠敬が「天下

の絶景」と称賛した古くからの景勝地である。 
 

（２）利用の現況 
海岸一帯では，開聞岳や海岸景観を堪能する場として，南九州市頴娃町の番所鼻自

然公園をはじめとして，多くの展望スポットが存在する。番所鼻から釜蓋神社にかけ

ては，海岸を歩きながら自然を探勝するシーホーウォークが整備されている。南九州

市知覧町の松ヶ浦の砂浜は，ウミガメの産卵地であり，卵の保護や海岸の美化活動が

行われている。また，松ヶ浦シーサイドパークにはシャワーやトイレ等があり，夏季

は海水浴に利用される。 
大野岳には，大野岳公園が整備されており，山頂の展望所からは西に薩摩半島南部

の海岸，南に開聞岳，東に池田湖が眺望でき，360 度の良好なパノラマ景観が広がる。

山頂付近の大野嶽神社では，毎年春に茶農家が一斉に集まる「新茶祭」が開催される。 
 

（３）社会経済的背景 
ア 土地所有別（陸域） 

     国有地  32 ha 

     公有地 198 ha 

     私有地 254 ha 

     不明地   5 ha 

 

イ 人口及び産業 

                         （平成 27 年国勢調査） 

  市  名 世帯数（世帯） 人口（人） 

枕崎市 10,062 22,046 

南九州市 15,349 36,352 
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ウ 権利制限関係 

（ア）保安林 
（国有林） 

（民有林） 

注）「-」は一部で指定年月日が不明のものが存在する場合に示す。 

 

（イ）鳥獣保護区 

 

（ウ）史跡名勝天然記念物 

  

種 類 位   置 重複面積(ha) 指定年月日 

潮害防備 
枕崎市内 

国有林鹿児島森林管理署 84 林班の
一部 

13.9 明 30.12.30 

魚つき 
枕崎市内 

国有林鹿児島森林管理署 84 林班の

一部 
4.2 明 30.12.30 

種 類 位   置 重複面積(ha) 指定年月日 
土砂流出防備 南九州市頴娃町郡地内 0.3 平 04.01.28 
潮害防備 南九州市知覧町塩屋地内 0.8 大 06.01.23 
 南九州市知覧町南別府地内 4.6 大 06.01.23 

 南九州市頴娃町別府地内 17.7 － 
大 07.04.09 

 南九州市頴娃町御領地内 18.9 
－ 

大 03.12.05 
昭 55.08.15 

 南九州市頴娃町牧之内地内 21.1 － 
昭 55.08.15 

 南九州市頴娃町郡地内 6.4 大 03.12.05 
干害防備 南九州市頴娃町郡地内 12.1 昭 61.07.09 

名 称 位   置 重複面積（ha） 当初指定年月日 

戸柱番所鳥獣保護区 南九州市頴娃町地内 49 昭 47.11.01 

区  分 名  称 位    置 指定年月日 

県指定天然記念物 番所鼻の溶結凝灰岩
の環状プール群 南九州市頴娃町別府地内 平 31.04.19 

県指定名勝 番所鼻の溶結凝灰岩
の環状プール群 南九州市頴娃町別府地内 平 31.04.19 

市指定史跡 ヘヤッガマ（石灰焼
窯） 南九州市知覧町南別府地内 平 18.05.17 

市指定天然記念物 キイレツチトリモチ 南九州市頴娃町別府地内 昭 49.12.16 
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（エ）その他 
（海岸保全区域） 

  

  

海岸所管 

省庁 
地区名 

重複延長

（ｍ） 
位   置 指定年月日 

農林水産省

（水産庁） 

枕崎漁港 628 枕崎市枕崎字牟田河南 昭 43.12.09 
頴娃漁港 
（石垣） 

1,018 南九州市頴娃町別府字赤石

尻～字鯨ヶ宇都 
令元.09.03 

頴娃漁港 
（大川） 

467 南九州市頴娃町別府字瀬之

上～字住吉 
令元.09.03 

 
国土交通省

（水管理・

国 土 保 全

局） 

郡地区 
 

7,600 南九州市頴娃町郡字中園原

～頴娃町御領字瀬之上 
昭 33.04.01 

塩屋地区 2,600 南九州市知覧町南別府字三

戸崎～知覧町塩屋字小浜 
昭 56.11.02 

松ヶ浦地区 590 南九州市知覧町南別府字前

山～字四角場 
平 9.2.17 

十町地区 170 指宿市開聞十町字物袋 昭 34.12.2 
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３ 公園区域 

薩南海岸県立自然公園の区域を次のとおりとする。 
 （表１：公園区域（陸域）表） 

 

 （表２：公園区域（海域）表） 

 

 

  

区      域 面積（ha） 

枕崎市内 

国有林鹿児島森林管理署 84 林班の一部及びその地先海岸 

枕崎市 

板敷南町，岩戸町，白沢西町，白沢東町及び仁田浦町の各一部

並びに各地先海岸 

国 

公 

私 

73 

29 

24 

20 

南九州市 

頴娃町郡，頴娃町御領，頴娃町別府，頴娃町牧之内，知覧町塩屋

及び知覧町南別府の各一部並びに各地先海岸 

国 

公 

私 

不 

416 

3 

174 

234 

5 

合   計 

国 

公 

私 

不 

489 

32 

198 

254 

5 

区       域 面積（ha） 

枕崎市，指宿市及び南九州市の地先海面の一部 4,431ha 
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１ 基本方針 

（１）保護に関する方針 
ア 海岸 

阿多火砕流堆積物からなる溶結凝灰岩が，海食作用によって波食棚や環状岩礁といっ

た特異な地形が形成されている。 
植生は海岸風衝地の特異な環境に成立する自然林のマサキ－トベラ群集が一部分布

する他，クロマツやタブノキ－ヤブニッケイなど二次林が分布し，文献によれば南九州

市頴娃町の海岸には，保護上重要な種が生育する。 
南九州市頴娃町の松ヶ浦はウミガメの産卵地として知られ，産卵された卵の保護や海

岸の美化活動が実施されている。また，加治佐川河口・竹迫川河口・水成川河口などの

一帯の干潟群が鹿児島県の重要干潟として選定されており，チワラスボ（県Ⅱ），ゴマ

ハゼ（県準），タケノコカワニナ（県準）など保護上重要な魚類や貝類が生息する。 
以上のことから，特異な地形とその背後に広がる防潮・防風林の一体的・連続的な風

景の保護に加え，保護上重要な種の生息・生育の場の保護を図る。さらに，国内を代表

する景勝地である開聞岳を様々な場所から眺望できることから，霧島錦江湾国立公園の

風景鑑賞の場としての価値の保護を図る。 
 

イ 大野岳 

大野岳は標高 466m の孤立峰である。植生は，頂上付近にススキ群団など二次草原，

頂上を取り囲むようにタブノキ－ヤブニッケイ二次林が分布している。また，山麓は特

産の茶畑が広がり，当該地域特有の景観を形成する。利用施設としては，大野岳公園が

整備されており，山頂の展望所から西に薩摩半島南部の海岸，南に開聞岳，東に池田湖

が眺望でき，360 度の良好なパノラマ景観が広がる。大野岳はなだらかな丘陵地に孤立

していることから，様々な場所で開聞岳と同様に眺望することができる。 
以上のことから，大野岳全体の良好な風致及び当該公園の海岸部や霧島錦江湾国立公

園の風景鑑賞の場としての価値の保護を図る。 
 

（２）利用に関する方針 
ア 海岸一帯では，開聞岳や海岸景観を堪能する場として，南九州市頴娃町の番所鼻自然

公園をはじめとして，多くの展望スポットが存在する。番所鼻から射楯兵主神社（釜

蓋神社）にかけては，海岸を歩きながら自然を探勝するシーホーウォークが整備され

ている。松ヶ浦シーサイドパークにはシャワーやトイレ等があり，夏季は海水浴に利

用される。このため，海岸地帯は，各展望場所から開聞岳，特異な海岸地形，茶畑な

どの風景鑑賞，海岸沿いの散策や自然観察，神社参り，海水浴やマリンスポーツによ

る利用促進を図るものとする。 

イ 大野岳には，大野岳公園が整備されており，山頂の展望所からは西に薩摩半島南部の

海岸，南に開聞岳，東に池田湖が眺望でき，360 度の良好なパノラマ景観が広がる。

山頂付近の大野嶽神社では，毎年春に茶農家が一斉に集まる「新茶祭」が開催される。
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このため，大野岳では，展望所からの風景鑑賞，神社参りによる利用促進を図るもの

とする。 
 

２ 規制計画 

（１）保護規制計画 
ア 特別地域 

次の区域を特別地域とする。 

（表１：特別地域総括表） 

 

  

区      域 面積（ha） 

枕崎市 

板敷南町，岩戸町，白沢西町，白沢東町及び仁田浦町各一部並

びに各地先海岸 

国 

公 

私 

24 

0 

24 

0 

南九州市 

頴娃町郡，頴娃町御領，頴娃町別府，頴娃町牧ノ内，知覧町塩屋

及び知覧町南別府の各一部並びに各地先海岸 

国 

公 

私 

不 

108 

0 

100 

3 

5 

合   計 

国 

公 

私 

不 

132 

0 

124 

3 

5 
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（ア）第２種特別地域 
次の区域を第２種特別地域とする。 

（表２：第２種特別地域総括表） 

 

  

   区 域 面積（ha） 

枕崎市 

板敷南町，岩戸町，白沢西町，白沢東町及び仁田浦町の各一

部並びに各地先海岸 
国 

公 

私 

24 

0 

24 

0 

南九州市 

頴娃町郡，頴娃町御領，頴娃町別府，頴娃町牧之内，知覧町塩

屋及び知覧町南別府の各一部並びに各地先海岸 

国 

公 

私 

不 

80 

0 

73 

2 

5 

合   計 

国 

公 

私 

不 

104 

0 

97 

2 

5 
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（
表

３
：

第
２

種
特

別
地

域
内

訳
表
）
 

名
 

 
 

称
 

区
 

 
 

域
 

地
区

の
概

要
 

面
積

（
h
a
）
 

枕
崎

市
海

岸
 

枕
崎

市
 

板
敷

南
町

，
岩

戸
町

，
白

沢
西

町
，

白
沢

東
町

及
び

仁
田

浦
町

の
各

一
部

並
び

に
各

地
先

海
岸
 

枕
崎

市
赤

崩
鼻

か
ら

南
九

州
市

に
至

る
海

岸
は

，
阿

多
火

砕
流

堆
積

物
か

ら
な

る
溶

結
凝

灰
岩

の
岩
礁

に
ふ

ち
ど

ら
れ

て
い

る
。
 

こ
れ

ら
は

，
海

食
作

用
に

よ
っ
て

，
波
食

棚
や

環
状

岩
礁

と
い
っ

た
特

異
な

地
形

が
形

成
さ

れ
て

い
る
。

 
 

こ
れ

ら
特

異
な

地
形

と
そ

の
背

後
に

広
が

る
防

潮
・

防
風

林
は

一
体

的
・

連
続

的
に

風
致

の
維

持
を

図
る

必
要

の
高

い
地

域
で

あ

る
。

 

国
 

公
 

私
 

2
4
 

0
 

2
4
 

0
 

南
九

州
市

海
岸

 
南

九
州
市
 

頴
娃

町
郡

，
頴

娃
町

御
領

，
頴

娃
町
別

府
，

頴
娃

町
牧

之
内
，
知
覧

町
塩
屋

及
び
知

覧
町

南
別

府
の

各
一

部
並

び
に

各
地

先
海
岸
 

知
覧

町
塩

屋
か

ら
頴

娃
町

別
府

に
至

る
海

岸
は

，
阿

多
火

砕
流

堆
積

物
か

ら
な

る
溶

結
凝

灰
岩

の
岩
礁

に
ふ

ち
ど

ら
れ

て
い

る
。

 
こ

れ
ら
は

，
海

食
作

用
に

よ
っ
て

，
波
食

棚
や

環
状

岩
礁

と
い
っ

た
特

異
な

地
形

が
形

成
さ

れ
て

い
る
。
ま
た

，
頴
娃

町
御

領
か

ら
頴

娃
町

郡
の

海
岸

に
は

砂
浜

海
岸

が
広

が
り

，
サ

ー
フ

ィ
ン

な
ど

行

わ
れ

て
い

る
。

 
頴

娃
町
別

府
の

番
所

鼻
と

射
楯

兵
主
神

社
（

釡
蓋

神
社

）
の
間

の

海
岸

は
約

2.
5k

m
に

渡
っ

て
海

岸
を
歩

く「
シ
ー

ホ
ー

ウ
ォ
ー

ク
」

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
，
番

所
鼻
自

然
公

園
で

は
自

然
観

察
や

絶
景

が
堪

能
で

き
る

。
海

岸
部

の
植

生
は

ク
ロ

マ
ツ

群
落

や
タ

ブ

ノ
キ

－
ヤ

ブ
ニ

ッ
ケ

イ
な

ど
二

次
林

が
分

布
し

，
文

献
に

よ
れ

ば

南
九

州
市

頴
娃

町
の

海
岸

は
，

保
護
上

重
要

な
種

が
生

育
す

る
。

 
知

覧
町

の
松

ヶ
浦

は
ウ

ミ
ガ

メ
の

産
卵

地
と

し
て

知
ら

れ
，

産

卵
さ

れ
た

卵
の

保
護

や
海

岸
の

美
化
活

動
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

 
加

治
佐
川

河
口
・
竹

迫
川

河
口
・
水

成
川

河
口

な
ど

の
一

帯
の
干

               

               

-
4
-



    

 

潟
群

が
鹿

児
島

県
の

重
要

干
潟

と
し

て
選

定
さ

れ
て

お
り

，
チ

ワ

ラ
ス

ボ
（
県

Ⅱ
），

ゴ
マ
ハ

ゼ
（

県
準

），
タ
ケ

ノ
コ

カ
ワ

ニ
ナ
（
県

準
）

な
ど

保
護

上
重

要
な

種
の

魚
類
や

貝
類

が
生

息
す

る
。

 
当

該
地
域

は
，
特
異

な
地

形
と
そ

の
背
後

に
広

が
る

防
潮
・
防
風

林
の

一
体

的
・

連
続

的
な

風
景

に
加

え
，

保
護

上
重

要
な

種
の

生

息
・
生
育

の
場

と
な

っ
て

お
り
，
風

致
の

維
持

を
図

る
必

要
の
高

い

地
域

で
あ

る
。

 

        

国
 

公
 

私
 

不
 

       

8
0
 

0
 

7
3
 

2
 

5
 

合
 

 
 

 
計
 

国
 

公
 

私
 

不
 

1
0
4 0
 

9
7
 

2
 

5
 

-
5
-



 
 

 

（イ）第３種特別地域 
次の区域を第３種特別地域とする。 

（表４：第３種特別地域総括表） 

 

  

   区 域 面積（ha） 

南九州市 

頴娃町郡及び頴娃町牧之内の各一部 
国 

公 

私 

28 

0 

27 

1 

合   計 
国 

公 

私 

28 

0 

27 

1 
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（
表

５
：

第
３

種
特

別
地

域
内

訳
表
）
 

 

  

イ
 

関
連

事
項
 

 
 

名
 

 
 

称
 

区
 

 
 

域
 

地
区

の
概

要
 

面
積

（
h
a
）
 

大
野

岳
 

 
南

九
州
市
 

頴
娃

町
郡

及
び

頴
娃

町
牧

之
内

の
各

一

部
 

大
野

岳
は

標
高

46
6m

の
孤
立

峰
で
あ

る
。
植
生

は
，
頂
上

付
近

に
ス

ス
キ

群
団

な
ど

二
次

草
原

，
頂

上
を

取
り

囲
む

よ
う
に

タ
ブ
ノ

キ
－

ヤ
ブ

ニ
ッ

ケ
イ

二
次

林
が

分
布
し

て
い

る
。

 
ま

た
，
山
麓

は
特

産
の

茶
畑
が

広
が
り
，
当
該

地
域

特
有
の

景
観

を
形

成
す

る
。
利

用
施

設
と
し

て
は
，
大

野
岳

公
園

が
整
備

さ
れ
て

お
り
，
山
頂

の
展

望
所

か
ら
西

に
薩
摩

半
島

南
部

の
海

岸
，
南
に

開

聞
岳

，
東

に
池

田
湖

が
眺

望
で

き
，

36
0
度
の

良
好

な
パ
ノ

ラ
マ
景

観
が

広
が

る
。
大

野
岳

は
な
だ

ら
か
な

丘
陵

地
に

孤
立

し
て

い
る
こ

と
か

ら
，
様

々
な

場
所

で
開
聞

岳
と
同

様
に

眺
望

す
る

こ
と

が
で
き

る
。

 
大

野
岳

全
体

の
良

好
な

風
致

及
び

当
該

公
園

の
海

岸
部

や
霧

島

錦
江

湾
国

立
公

園
の

風
景

鑑
賞

の
場

と
し

て
の

維
持

を
図

る
必

要

が
高

い
地

域
で

あ
る

。
 

国
 

公
 

私
 

2
8
 

0
 

2
7
 

1
 

合
 

 
 

 
計
 

国
 

公
 

私
 

2
8
 

0
 

2
7
 

1
 

-
7
-



 

 

（ア）普通地域 
普通地域の区域は，次のとおりである。 

（表６：普通地域表） 

区 域 面積（ha） 

枕崎市内 

国有林鹿児島森林管理署国有林 84 林班の一部及びその地先海

岸 

枕崎市 

板敷南町，白沢西町，白沢東町及び仁田浦町の各一部 

国 

公 

私 

49 

29 

0 

20 

南九州市 

頴娃町郡，頴娃町牧之内，知覧町塩屋及び知覧町南別府の各一

部 

頴娃町御領及び頴娃町別府の各一部並びに各地先海岸 

国 

公 

私 

不 

308 

3 

74 

231 

0 

陸   域   合   計 

国 

公 

私 

不 

357 

32 

74 

251 

0 

陸域公園区域の地先海面の一部  4,431 

合      計  4,788 

-8-



  

ウ
 

面
積

内
訳
 

 
（

表
７
：

地
域

地
区

別
土

地
所

有
別
面

積
総

括
表

）
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
（

単
位

：
面

積
ha
，

比
率

%
）
 

  （
表

８
：

地
域

地
区

別
市

町
村

別
面
積

総
括

表
）

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
  
 
 
 
 

（
単
位

：
h
a
）

 

 

地
域

区
分

 
特

別
地

域
 

普
通

地
域
 

（
陸

域
）
 

合
 

 
 

計
 

（
陸

域
）
 

普
通

地
域
 

（
海

域
）
 

 

合
計

 

(
海

域
)
 

 
地

種
区
分

 
第

１
種

特
別

地
域

 
第

２
種
特

別
地

域
 

第
３

種
特

別
地

域
 

土
地

所
有

別
 

国
 

公
 

私
 

不
明

 
国

 
公

 
私

 
不

明
 

国
 

公
 

私
 

不
明

 
国

 
公

 
私

 
不

明
 

国
 

公
 

私
 

不
明
 

4
,
4
3
1 

(
1
0
0
.
0)
 

4
,
4
3
1 

(
1
0
0
.
0)
 

     合 計  

土
地

所
有

別
面

積
 

－
 

－
 

－
 

－
 

0
 

9
7
 

2
 

5
 

0
 

2
7
 

1
 

－
 

3
2
 

7
4
 

2
5
1 

0
 

3
2
 

1
9
8 

2
5
4 

5
 

地
種

区
分

別
面

積
 

－
 

(
－

)
 

1
0
4 

(
2
1
.
3
) 

2
8
 

(
5
.
7
) 

3
5
7 

(
7
3
.
0
)
 

4
8
9 

(
1
0
0
.
0)
 

（
比

 
率

）
 

地
域

別
面

積
 

1
3
2 

(
2
7
.
0
)
 

（
比

 
率

）
 

地
域

地
区

名
 

  

市
町

村
名
 

特
別

地
域
 

普
通

地
域
 

（
陸

域
）
 

合
計

 
（

陸
域
）

 

普
通

地
域

 

（
海

域
）

 

 

合
計
 

(
海

域
)
 

 

第 １ 種 

第 ２ 種 

第 ３ 種 

小 計 

枕
崎

市
 

－
 

2
4
 

0
 

2
4
 

4
9
 

7
3
 

4
,
4
3
1 

4
,
4
3
1 

指
宿

市
 

－
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

南
九

州
市

 
－

 
8
0
 

2
8
 

1
0
8
 

3
0
8 

4
1
6
 

合
 

 
 

 
計
 

－
 

1
0
4
 

2
8
 

1
3
2
 

3
5
7 

4
8
9
 

-
9
-



   ３
 

事
業

計
画
 

（
１

）
施

設
計

画
 

ア
 

利
用

施
設

計
画
 

（
ア

）
単

独
施

設
 

単
独

施
設

を
次

の
と

お
り

と
す

る
。
 

（
表

９
：

単
独

施
設

表
）
 

番
号
 

種
類
 

位
置
 

整
備

方
針
 

告
示

年
月

日
 

1 
園

地
 

南
九

州
市

 
頴

娃
町
郡

（
大

野
岳

公
園

）
 

当
該

公
園

の
海

岸
及

び
霧

島
錦

江
湾

国
立

公
園

の
展

望
や

山
頂

付

近
を

散
策

す
る

た
め
，
展
望
所

，
園

路
，
駐
車

場
，
ト
イ
レ

等
を
整

備
す

る
。

 

 

2 
水

泳
場

 
南

九
州
市

 
知

覧
町
南

別
府

（
松

ヶ
浦

シ
ー

サ
イ
ド

パ
ー

ク
）

 
海

水
浴
利

用
等

の
た

め
，
シ
ャ

ワ
ー
，
ト
イ

レ
，
駐

車
場
等

を
整
備

す
る

。
 

 

3 
園

地
 

南
九

州
市

 
知

覧
町
塩

屋
 

御
茶

屋
の

場
公

園
 

 
 

 
 

 
 

正
式

名
称

：
西

塩
屋
公

園
 

当
該

公
園

の
海

岸
及

び
霧

島
錦

江
湾
国

立
公

園
を

展
望

す
る

た
め
，

四
阿

，
ベ

ン
チ

等
を

整
備

す
る

。
 

 

4 
園

地
 

南
九

州
市

 
頴

娃
町
別

府
（

戸
柱

公
園

）
 

当
該

公
園

の
海

岸
及

び
霧

島
錦

江
湾
国

立
公

園
を

展
望

す
る

た
め
，

四
阿

，
ベ

ン
チ

等
を

整
備

す
る

。
 

 

5 
園

地
 

南
九

州
市

 
頴

娃
町
別

府
 

番
所

鼻
自

然
公

園
 

 
 

 
 

 
 

正
式

名
称

：
番

所
公
園

 

当
該

公
園

の
海

岸
及

び
霧

島
錦

江
湾

国
立

公
園

の
展

望
や

海
岸

の

自
然

観
察

の
た

め
，
展

望
所
，
園
路

，
駐

車
場

，
ト

イ
レ
等

を
整
備

す
る

。
 

 

6 
園

地
 

南
九

州
市

 
頴

娃
町
郡

（
瀬

平
公

園
）

 
当

該
公
園

の
海

岸
及

び
霧

島
錦

江
湾
国

立
公

園
を

展
望

す
る

た
め
，

四
阿

や
ベ

ン
チ

等
を

整
備

す
る

。
 

 

-
1
0
-



   

（
イ

）
道

路
 

a 
 車

道
 

車
道

を
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

（
表

10
：

道
路

（
車

道
）
表

）
 

 
b 

 歩
道

 
歩

道
を

次
の

と
お
り

と
す

る
。

 

（
表

11
：

道
路

（
歩

道
）
表

）
 

番
号

 
路

線
名

 
区

 
 

 
 

間
 

主
要

経
過

地
 

整
備

方
針

 
告

示
年
月

日
 

1 
市

道
瀬
谷

大
野

岳
線

 
起

点
：

南
九

州
市
頴

娃
町

郡
 

終
点

：
南

九
州

市
頴

娃
町

郡
（

大
野

岳
山

頂
付

近
）

 
大

野
岳

 
南

九
州

市
頴

娃
町

郡
か

ら
大

野
岳

山
頂

付
近

に
至

る
車

道
と

し
て

整
備

す

る
。

 
 

番
号

 
路

線
名

 
区

 
 

 
 

間
 

主
要

経
過

地
 

整
備

方
針

 
告

示
年
月

日
 

1 
大

野
岳
山

頂
線

 
起

点
：

南
九

州
市
頴

娃
町

郡
 

終
点

：
南

九
州

市
頴

娃
町

郡
（

大
野

岳
山

頂
）

 
大

野
岳

山
頂

 
市

道
終
点

か
ら

大
野

岳
山

頂
に

至
る
歩

道
と

し
て

整
備

す
る

。
 

 

2 
シ

ー
ホ
ー

ウ
ォ

ー
ク

 
起

点
：

南
九

州
市
頴

娃
町

別
府

（
釜

蓋
神

社
）

 
終

点
：

南
九

州
市
頴

娃
町

別
府

（
頴

娃
漁

港
）

 
釜

蓋
神

社
，

番
所
鼻

自
然

公
園

 
釜

蓋
神

社
か

ら
海

岸
沿

い
に

番
所

鼻
自

然
公

園
を

経
由

し
て

頴
娃

漁
港

に

至
る

歩
道

と
し

て
整

備
す

る
。

 
 

-
1
1
-



 

薩
南

海
岸

県
立

自
然

公
園

 公
園

区
域
図

 
位
置

図
 



 

薩
南

海
岸

県
立

自
然

公
園

 公
園

区
域
図

１
 



 

薩
南

海
岸

県
立

自
然

公
園

 公
園

区
域
図

２
 



 

薩
南

海
岸

県
立

自
然

公
園

 公
園

区
域
図

３
 



 

薩
南

海
岸
県

立
自

然
公

園
 
公
園

区
域
図

４
 



 



 

薩
南

海
岸

県
立

自
然

公
園
保

護
規

制
計

画
図
 

位
置

図
 



 

薩
南

海
岸

県
立

自
然

公
園
保

護
規

制
計

画
図

１
 



 

薩
南

海
岸

県
立

自
然

公
園
保

護
規

制
計

画
図

２
 



 

薩
南

海
岸

県
立

自
然

公
園
保

護
規

制
計

画
図

３
 



 

薩
南

海
岸

県
立

自
然

公
園
保

護
規

制
計

画
図

４
 



 



 

薩
南

海
岸

県
立

自
然

公
園
利

用
施

設
計

画
図
 

位
置

図
 



 

薩
南

海
岸

県
立

自
然

公
園

利
用

施
設

計
画

図
１

 

1
 

1
 

終
点

 

（
大

野
岳

山
頂

）
 

起
点
 

（
頴

娃
町

郡
）

 

大
野

岳
公

園
園

地
 

1
 

1
 

起
点
 

（
頴

娃
町

郡
）

 

終
点
 

（
大

野
岳

山
頂

付
近

）
 

瀬
平

公
園

園
地

 



 

薩
南

海
岸

県
立

自
然

公
園
利

用
施

設
計

画
図

２
 

2
 

2
 

シ
ー

ホ
ー

ウ
ォ

ー
ク

（
歩

道
）

 

起
点
 

（
釜

蓋
神

社
）

 

終
点

 
（

頴
娃

漁
港

）
 

番
所

鼻
自

然
公

園
園

地
 

戸
柱

公
園

園
地
 

御
茶

屋
の

場
公

園
園

地
 

松
ヶ

浦
シ

ー
サ

イ
ド

パ
ー

ク
水

泳
場

 


